
以上の観点を踏まえ、

・定期考査や小テスト

・授業ワークシート、ワークノー

ト、課題レポートなど提出物の取り

組み状況

などから評価します。

以上の観点を踏まえ、

・定期考査や小テスト

・ICTを活用したグループワークの

取り組み状況

・授業ワークシート、ワークノー

ト、課題レポートなど提出物の取り

組み状況

などから評価します。

以上の観点を踏まえ、

・ICTを活用したグループワークの取り組

み状況

・授業ワークシート、ワークノート、課題

レポートなど提出物の取り組み状況

・出席状況

などから評価します。

内容のまとまりごとに、各観点

「A:十分満足できる」、「B:おおむね満足できる」、「C:努力を要する」

で評価します。

内容のまとまりごとの評価基準は授業で説明します。

評

価

方

法

主体的に学習に取り組む態度

・現代社会を生きる課題について理解し

ている。

・必要な情報を適切かつ効果的に収集

し、読み取りまとめている。

・課題解決に向けて多面的・多角的に考

察し、表現している。

・得られた結果や自らの主張を、論拠を

明確にして説明したり表現したりしてい

る。

・現代社会を生きる課題と社会への参画の

意義について、自分自身の課題としても捉

え、解決に向けて主体的に取り組もうとし

ている。

知識・技能　a 思考・判断・表現　ｂ 主体的に学習に取り組む態度　ｃ

評価は次の観点から行います

４　評価規準と評価方法

令和５年度シラバス（公民）　　　　　　　　学番（４６）　新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

東京書籍『公共』

・現代の諸課題を捉えて考察し判断するための情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力を養う。

・現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、現代社会に生きる人間としての在り方生き方について自覚す

る。

１　学習目標

２　指導の重点

東京書籍『公共ワークノート』

２学年

必修
公民（公共） 単位数 ２単位 学年（コース）

・現代の諸課題についての基礎的・基本的な知識の習得を目指す。

・諸資料を活用し、現代の諸課題について考察し判断する力を養う。

・広い視野に立ち、グローバル化する現代社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現
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授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

公共的な空間におけ

る人間としての在り

方生き方

4 功利主義と幸福の原理

義務論と公正の原理

功利主義の快楽や幸福の考え方が社会の

あり方と関連していていることを、経済

や福祉政策などを事例に理解する。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

公共的な空間におけ

る基本的原理

3 公共的な空間における協働

民主主義とは

立憲主義とは

人権保障の意義と展開

民主主義の手続きや方法の意義について

理解するとともに、その課題について考

える。

人間の尊厳と平等について、その意義を

理解する。

a,b,c

民主政治と私たち 7 民主政治と政治参加

私たちの民主政治

地方自治のしくみと役割

国会のしくみと役割

内閣のしくみと役割

政治参加と選挙

政党と利益集団

メディアと世論

身近に存在する政治に気付くとともに、

民主主義にかかわる制度や活動について

理解する。

18歳から選挙権を有することをふまえ、

投票による政治参加の意義に気付く。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

法の働きと私たち 5 法と社会規範の役割

法の成立と適用

市民生活と法

多様な契約

消費者の権利と責任

国民の司法参加

司法のしくみと役割

刑事司法と司法参加の意義

法と道徳や慣習などの規範の特性につい

ては、規制する対象や範囲、効力などの

点から比較し理解します。

消費者問題の例を取り上げて、消費者契

約や消費者法制、消費者支援機関の役

割、消費者市民社会の形成について考え

ます。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

経済社会で生きる私

たち

4

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

教材名 学習活動（指導内容）

青年期と自己形成

自己形成と社会への参画

個人として尊重される人間

社会的な存在としての人間

伝統・文化のなかの人間

現代社会で生きていく上で青年期に求め

られることは何か、幅広く考えるととも

に、キャリア開発や社会参画の意義につ

いて気付き、考える。

青年期に生きる自己形成の課題について

考察する。

「公共」のとびら

公共的な空間をつく

る私たち

5

経済社会で生きる私

たち

8 私たちと経済

市場経済のしくみ

国民所得と経済成長

金融のしくみと働き

中央銀行の役割と金融環境の

変化

市場経済における価格の働き、市場の失

敗と政府の役割について、実際の経済事

象とも関連させながら理解する。

市場メカニズムの意義と限界、政府の役

割が求められることとの関係について考

察する。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

1学期期末考査 1 a,b 考査

財政の働き

財政の課題

社会保障の考え方

社会保障の課題とこれから

諸外国と比べた日本の財政規模、財政危

機の原因について、資料を手がかりに理

解する。

少子高齢化の進む日本の現状、社会保障

の財源確保、社会保障と経済の活性化と

のかかわりなどについて理解する。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

2学期中間考査 1 a,b 考査

5　学習計画

月 単元名
授業時数

と領域

評価の

観点
評価方法

1学期中間考査 1 a,b 考査



10

・

11

11

12

12

・

1

・

2

2

2

・

3

64

持続可能な社会づく

りに参加するために

5 探究のイメージをつかもう

探究プロセス

現代の諸課題について、探究的な課題を

設定し、課題解決に向けて必要な情報を

収集して分析したり考察したりする。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

a,b 考査

国際社会のなかで生

きる私たち

6　課題・提出物等

私たちの職業生活 6

・単元ごとにワークシートや課題を提出します。

・テーマに沿ってレポートを作成したり、課題学習をしたりします。

・長期休業中の課題は、別途指示します。

7　担当者からの一言

　現代社会には解決しなければならないたくさんの課題が存在します。この「公共」の科目で社会のしくみをじっくりと考え、

世の中のすべての人々が安心して暮らせる社会をつくるために私たちに何ができるかを一緒に考えていきましょう。

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

a,b,c 授業の取り組み

ワークノート

授業ノート

課題　等

計 64 時間（55分授業）

2学期期末考査 1

働くということ

多様な職業選択

労働者の権利

現代の雇用・労働問題

社会生活における職業の意義や役割を理

解する。

資本主義社会における労働契約の特性、

労働者の権利と労働三法の内容、労働条

件改善に向けた課題について、実際の職

業や労働のあり方とのかかわりも含めて

理解する。

国際社会のなかで生

きる私たち

8

4 国際社会の成り立ち

国際連合の役割

国際社会と平和主義

日本の平和主義と冷戦

冷戦後の世界と日本

集団安全保障としての国際連盟、国際連

合の成立とそのしくみ、国際連合におけ

る安全保障、国際連合のさまざまな役割

と課題について、実際の国際的な事象と

関連させながら理解する。

a,b,c

学年末考査 1 a,b 考査

国際平和への課題

現代の紛争とその影響

平和な国際社会に向けて

貿易のしくみ

国際金融のしくみと動向

グローバル化と今日の国際経

済

国際経済の諸課題

現代の紛争とその要因、紛争の解決に向

けた取り組みについて理解する。

平和の意味、外交を通じた平和の実現の

意義、日本の立場と役割について、実際

の事象とも関連させながら理解する。

平和憲法をもつ日本として、国際平和に

向けてどのような姿勢で何をなすべき

か、多面的・多角的に考察する。


